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議会だより

■
松
本
喬
議
員

　
　

 

①
「
曽
爾
高
原
山
灯
り
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
曽
爾
村
へ
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
毎
年

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
く
れ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
外
国
人
観
光
客

も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
特
に

曽
爾
高
原
は
人
気
が
高
く
多
く
の
人
が

来
ら
れ
、
村
と
し
て
も
受
入
対
応
と
し

て
村
道
新
亀
山
線
改
良
工
事
、
ト
イ
レ

改
修
工
事
、
曽
爾
村
森
林
公
園
整
備
な

ど
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
受
入
対
応
の
一
環
と
し
て
、

村
内
外
か
ら
多
く
の
要
望
が
あ
っ
た

「
曽
爾
高
原
山
灯
り
」
を
３
年
ぶ
り
に

復
活
さ
せ
る
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
方
式
で
資
金
を
募
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
灯
籠

の
老
朽
化
に
伴
い
２
０
０
基
を
更
新

し
、
ま
た
設
置
や
修
繕
の
費
用
に
充
て

る
た
め
６
０
０
万
円
を
目
標
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
12
月
19
日
時
点
で
の
寄
附

金
額
の
報
告
は
受
け
て
い
ま
す
が
、
最

終
的
に
い
く
ら
ご
寄
附
を
頂
い
た
の

か
。
ま
た
、
こ
の
事
業
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁  

① 

（
芝
田
村
長
）

　
曽
爾
高
原
山
灯
り
は
、
秋
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
楽
し
ま
れ
、
観
光
客
誘
致
に

も
大
き
く
つ
な
が
り
、
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
に
よ
り
今
年
の
秋
か
ら
復
活
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
復
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
活
用
し
た
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
方
式
で
寄
附
を
募
り

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
自
治
体
が
抱

え
る
問
題
解
決
の
た
め
に
、
ふ
る
さ
と

納
税
寄
附
金
の
使
い
道
を
よ
り
具
体
的

に
示
し
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
や
想
い
を
共

感
さ
れ
応
援
し
た
い
方
か
ら
寄
附
金
を

募
る
も
の
で
す
。
令
和
６
年
10
月
２
日

か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
を
応
募

期
間
と
し
、
目
標
金
額
６
０
０
万
円
に

対
し
３
５
０
万
２
千
円
の
寄
附
金
を
頂

き
、
灯
籠
の
制
作
費
等
に
充
て
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
皆

様
方
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
寄
附
金
額
の
詳
細
並
び
に
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
各
担
当

課
長
か
ら
説
明
さ
せ
ま
す
。

説
明
（
小
西
住
民
生
活
課
長
）

　
寄
附
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
内

の
方
か
ら
16
件
の
55
万
円
、
村
外
の
方

か
ら
41
件
の
１
３
５
万
２
千
円
、
そ
し

て
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
事
業
者
か

ら
３
件
の
１
６
０
万
円
で
、
合
計
60
件

の
３
５
０
万
２
千
円
で
あ
り
ま
し
た
。

説
明
（
森
澤
企
画
課
長
）

　
灯
籠
制
作
に
つ
き
ま
し
て
は
２
３
７

万
６
千
円
と
な
り
、
電
気
配
線
業
務
92

万
４
千
円
と
合
わ
せ
ま
し
て
３
３
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
寄
附
金
額
よ
り
抑

え
ら
れ
た
こ
と
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。

ま
た
制
作
業
者
の
お
計
ら
い
で
、
灯
籠

制
作
に
学
童
保
育
の
子
ど
も
達
に
も
携

わ
っ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
８
月
中

旬
か
ら
名
板
の
制
作
を
し
、
９
月
20
日

頃
か
ら
11
月
24
日
頃
ま
で
曽
爾
高
原

山
灯
り
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
木
治
正
人
議
員

質
問 

②
地
域
集
会
所
改
修
に
係
る
補
助

金
創
設
に
つ
い
て

　
村
内
に
は
、
住
民
の
集
会
の
場
と
し

て
公
民
館
分
館
、
大
字
集
落
セ
ン
タ
ー

及
び
農
業
集
会
所
が
設
置
さ
れ
、
老
朽

化
や
耐
震
化
に
よ
る
改
修
工
事
や
維
持

管
理
等
に
お
い
て
公
費
も
投
入
さ
れ
運

営
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。
ま
た
、
大

字
内
に
お
い
て
は
、
個
別
集
会
所(

以
下

「
集
会
所
」
と
い
う
。）
が
設
置
さ
れ
地

域
活
動
を
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
集
会
所
に
お
い
て
は
、
自
己

負
担
に
よ
る
維
持
管
理
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
施
政
方
針
で
は
、
持
続
可

能
な
む
ら
づ
く
り
に
邁
進
す
る
と
答
弁

さ
れ
、
地
域
の
人
々
が
集
ま
り
、
共
通

の
目
的
や
価
値
を
共
有
し
、
互
い
に
助

け
合
う
場
と
し
て
の
集
会
所
は
重
要
な

む
ら
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
集
会
所
改
修
費
用
の
捻
出

の
た
め
、
曽
爾
村
補
助
金
交
付
規
則
に

則
る
助
成
、
あ
る
い
は
改
修
補
助
金
の

創
設
を
確
立
し
、
持
続
可
能
な
む
ら
づ

く
り
を
目
指
す
こ
と
に
つ
い
て
、
村
長

に
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

② 

（
芝
田
村
長
）

　
各
大
字
の
集
会
施
設
は
、
公
民
館
の

分
館
と
し
て
長
野
公
民
館
、
小
長
尾
公

民
館
及
び
太
良
路
公
民
館
が
建
築
さ

れ
、
地
域
農
政
特
別
対
策
事
業
で
建
築

さ
れ
た
今
井
集
落
セ
ン
タ
ー
と
塩
井
集

落
セ
ン
タ
ー
、
農
村
基
盤
総
合
整
備
事

問
い

答
弁

説
明

説
明

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
要

旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
質
問
順
）

６
月
定
例
会
一
般
質
問

問
い

答
弁
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業
で
建
築
さ
れ
た
掛
農
業
集
会
所
、
そ
し

て
新
農
業
構
造
改
善
事
業
で
建
築
さ
れ

た
葛
集
落
セ
ン
タ
ー
と
伊
賀
見
集
落
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
山
粕
に
お

い
て
は
、
使
用
料
を
頂
き
旧
児
童
館
の
一

部
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
集

会
施
設
は
、
国
の
各
事
業
の
補
助
金
制
度

を
活
用
さ
れ
、
昭
和
52
年
度
か
ら
昭
和
62

年
度
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
各
補
助
事
業

に
沿
っ
て
設
置
条
例
や
管
理
規
則
が
制
定

さ
れ
、
各
大
字
に
管
理
委
譲
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
大
字
内
の
集
会
所

は
、
大
字
伊
賀
見
に
２
箇
所
あ
り
ま
す
。

  

各
大
字
の
集
会
施
設
及
び
大
字
内
の
集

会
所
の
果
た
す
役
割
は
、
地
域
に
お
け
る

生
活
文
化
の
向
上
や
相
互
扶
助
機
能
の
強

化
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
地
域
づ
く
り
の

発
展
及
び
持
続
可
能
な
地
域
運
営
に
と
っ

て
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
大
字
で
は
、
世
帯
数
の
減

少
や
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
負
担
が
増

え
て
い
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
各
大
字
の
集
会
施
設
は
、
耐
震
工
事
を

し
ま
し
た
が
、
建
築
さ
れ
て
か
ら
年
数
が

経
過
し
経
年
劣
化
し
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
、
各
集
会
施

設
の
設
置
条
例
を
一
本
化
し
、
国
や
県
へ

の
財
政
支
援
を
要
望
し
な
が
ら
、
大
字
内

の
集
会
所
も
含
め
て
補
助
要
綱
を
定
め
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

③
２
０
２
７
年
問
題
に
係
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
移
行
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　
２
０
２
７
年
度
以
降
、
従
来
の
照
明
器

具
の
生
産
活
動
が
停
止
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
の
一
助
と
な
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導

入
に
対
す
る
助
成
は
、
住
宅
管
理
に
大
き

く
影
響
す
る
事
案
だ
と
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
今
般
、
令
和
７
年
３
月
５
日
に
村
長
署

名
に
よ
る
曽
爾
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
に
つ
い
て
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
村
内
で
は
官
公
庁
・
公
共
施

設
は
公
費
負
担
に
お
い
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修

計
画
が
策
定
さ
れ
施
工
し
て
い
る
現
状
の

中
、
今
後
一
般
家
庭
の
改
修
が
余
儀
な
く

さ
れ
る
と
考
慮
さ
れ
ま
す
。
改
修
費
用
の

助
成
金
あ
る
い
は
補
助
金
の
創
設
が
必
至

だ
と
考
え
ま
す
が
、
村
長
の
所
見
を
お
伺

い
し
ま
す
。

答
弁 

③ 

（
芝
田
村
長
）

　
国
で
は
、
２
０
２
０
年
に
菅
元
首
相
が

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
を
さ
れ
、

地
球
温
暖
化
推
進
法
の
改
正
や
地
球
温
暖

化
対
策
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
ゼ
ロ

に
す
る
な
ど
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ゼ

ロ
に
向
け
た
地
球
温
暖
化
対
策
が
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
１
，
７
１
８

市
町
村
の
内
１
，
１
６
１
市
町
村
が
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
が
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
県
内
で
も
39
市
町
村
の
内
７
市
町
村

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
曽
爾
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
豊
か
な
景

観
自
然
環
境
を
未
来
に
繋
い
で
い
く
た
め

に
、
村
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
し
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
宣
言
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、
温
暖
化
対

策
に
向
け
た
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
書

の
区
域
施
策
編
を
策
定
す
る
た
め
の
費
用

を
計
上
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
計
画

書
に
基
づ
き
、
地
球
脱
炭
素
化
推
進
交
付

金
や
脱
炭
素
化
推
進
事
業
債
を
活
用
し
な

が
ら
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
一
般

家
庭
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
に
つ
い

て
も
計
画
書
に
盛
り
込
み
、
全
国
市
町
村

の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
助
成
制
度
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。■

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

　
次
回
の
定
例
会
は
９
月
中
頃
に
開
会
予

定
で
す
。

　
本
会
議
や
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会

は
一
般
に
公
開
さ
れ
、
個
人
で
も
団
体
で

も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
、
議

会
活
動
に
触
れ
る
最
も
身
近
な
方
法
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
活
動
や
村
政
の

方
針
な
ど
を
実
地
に
見
聞
で
き
る
議
会
の

傍
聴
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、
会
議
当
日
に
議

場
傍
聴
席
入
り
口
に
あ
る
傍
聴
人
受
付
簿

に
住
所
・
氏
名
を
ご
記
入
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
傍
聴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
議
会

日
程
等
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　7月8日（火）、役場庁舎にて叙勲伝達式（死亡叙勲）が行われました。
　このたびの伝達式は本年5月に逝去されました田合佐智夫さんの旭日単光章の受章に対するも
ので、奥様の勝代さんが来庁し芝田村長から勲章および顕彰状が手渡されました。
　田合佐智夫さんは、生前12年の永きにわたり村議会議員として地方自治の発展に貢献されま
した。特に、高齢者移動支援事業の構築に努めるなど福祉施策の充実にご尽力されました。
　ご生前のご功績を偲び、心よりご冥福をお祈り申し上げます。

旭 日 単 光 章 受 章

問
い

答
弁


